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『春季休業中の生活』について

春季休業中、この機会に今一度、１年間の取組とその成果や課題について、しっ
かりと振り返ってください。そして、生徒自ら更なる成長につながる明確な目標を
持ち、精神面・身体面ともに健康で充実した状態で新年度を迎えてください。

御家庭におかれましても、下記の注意事項について御確認いただき、子どもたち
の健やかな成長を支援するという視点から、計画的に規則正しい生活が送れますよ
う御指導をお願い申し上げます。

記

１ 規則正しい生活について
（１）春季休業は、１年を振り返り、次年度への準備を行う期間である。休業中で

あっても生活のリズムを乱すことなく、自主的・計画的な生活を送ること。
（２）暴飲・暴食や睡眠不足に気をつけ、健康的な生活を送ること。
（３）いかなる場合でも暴力行為は許されない。また、「いじめ・いやがらせ」に

ついても、人間として絶対に許されるものではない。人権尊重の立場にたって
良識ある言動や行動をすること。

（４）不健全な場所への出入りや「夜遊び」、「無断外泊」はしないこと。
（５）飲酒や喫煙を伴う遊びや集会等への参加は絶対にしないこと。
（６）シンナー吸引や大麻・危険ドラッグなどの薬物乱用、出会い系サイト、援助

交際などの誘いにのらないこと。また、出会い系等のサイトを利用したり、援
助交際などの行為は絶対に行わないこと。

（７）府内における少年非行の現状は、依然として大きな社会問題のひとつになっ
ている。「原付バイク及び自動二輪等による暴走」や「暴走をあおる行為」、
高齢の女性を狙った「ひったくり」、換金目的の「万引き」、「窃盗」、「恐
喝」等、法律に反する行為は決して行わないこと。また、このような行為をす
るグループと行動をともにしないこと。

２ 学習について
（１）誰のためでもなく「自分のための学習」であることを自覚して、目標と計画

を立て、毎日学習すること。特に不認定科目や成績が思わしくなかった教科に
ついては、綿密な計画を立て、復習に励むことが大切である。

（２）新３年生は、進路を決定する大事な年である。しっかりとした進路目標を持
ち、「今、何をすべきか」を考え、日々の生活を大切にすること。

（３）新２年生は、自分の生き方をじっくり考え、進路希望を決定するよい機会で
ある。進路実現に向け、「何が必要か」を考えること。

３ 生命の尊重について
（１）原付バイク、自動二輪、乗用車の運転はもちろんのこと、免許取得も禁止し

ている。「自他の生命を尊重する」ことが『４ない運動』の趣旨であることを
十分に理解し行動すること。御家庭では、「子どもの要求に負けない」を加え
た『４ない運動プラス１』にもとづき指導すること。

（２）自転車走行マナーの悪化から、登下校時における加害・被害両面での交通事
故発生が見受けられる。罰則規定の有無に関係なく、「自他の生命尊重」の立
場から、自転車に乗る時も交通ルールをよく守り、安全運転を心掛けること。
特に、二人乗り・傘さし運転・携帯端末を使用しながらの運転・ヘッドホンで
音楽を聞きながらの運転・信号無視・夜間の無灯火走行など道路交通法違反及
びスピードの出し過ぎを絶対にしないこと。

裏面に続く



４ インターネット及びＳＮＳトラブルの未然防止について
（１）携帯端末普及による交友関係や行動範囲の広域化に伴うトラブルが社会問題

となっている。特に、ソーシャルネットワーキングサービス（ＳＮＳ）等を介
した誹謗中傷や個人情報の流出及びプライバシーの侵害等、情報モラルとマナ
ーに注意し行動すること。

（２）情報を主体的に取捨選択して活用する力を養うとともに、情報モラルを身に
つけるように努めること。併せて、家庭においてインターネット利用全般に関
するメリットとリスクを正しく認識し、不審なメールが届いた場合は、絶対に
添付ファイル等を開封しないようにするなど有害情報対策を立てておくこと。

（３) 携帯電話やスマートフォンの利用の在り方について、特に、ソーシャルネッ
トワーキングサービス（ＳＮＳ）やコミュニティサイトの利用も含め、トラブ
ルやいじめ、性犯罪被害に発展することがないよう適切に対応すること。

（４）外出先において無断で写真を撮られる場合や他人の撮影した画像や動画に写
り込んでしまうことがあるので、何か不審に思われることがあった場合は、警
察に相談するなど方策を講じること。

５ アルバイトについて
原則として禁止している。アルバイトは、高校生として本来の目的である「勉

学に専念し、自分の進路をきりひらく基礎学力の充実を図る」ことや、「生徒会
活動や部活動に取り組む」、「基本的生活習慣を身につけ、生活規律を守る」点
においてマイナス（弊害）になることを自覚すること。

６ 旅行について
保護者の承諾を得て、周到な計画を立てること。また事故を未然に防ぐよう慎

重な行動をとること。

７ 部活動について
活動計画表に従って実施するとともに、活動時間を厳守し事故のないように取

り組むこと。平日の活動中に事故等がおこったときには、部活動日直の先生に連
絡すること。部活動日直・部活動計画表は職員室前及び生徒指導部室に掲示する。

なお、土曜日及び日曜日・祝日は顧問の先生の付き添いがなければ活動できな
い。

８ 防災対策について
（１）自宅周辺の危険箇所や避難場所の確認、非常持ち出し袋の点検、家族との連

絡方法の確認など、自然災害に備えるようにすること。
（２）日頃から気象情報等に留意して、万一自然災害が発生した場合には、自治体

からの避難勧告・指示や気象庁からの注意報・警報の発令状況等を的確に把握
し、迅速な避難行動をとるようにすること。

９ その他
（１）学校内外における生活のあり方等についての御質問や御相談につきましては、

本校（075-231-1512）まで、お電話ください。
（２）『子どもと保護者の相談マップ』等を活用し、教育相談機関を利用してくだ

さい。
【『子どもと保護者の相談マップ』掲載ホームページアドレス】

http://www.kyoto-be.ne.jp/gakkyou/cms/?page_id=115

新年度のスタートは４月９日（月）です。８時３５分まで
に登校し、旧ホームルーム教室（教室は当日指示）に入り、自転車は旧学年の
駐輪場所に置く。

また、頭髪を加工したり装身具を着用することなく、身だしなみを整え登校
すること（白いカッターシャツとドット柄のネクタイ又はリボンを着用）。

なお、「頭髪改善通知並びに再登校指導予告通知書」交付生徒で登校時に十
分な改善が確認できない場合や、過度な加工が認められた場合は、一旦帰宅し
速やかに改善して登校するよう指導(再登校指導)する。


